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解答・解答例・出題意図 

 

 

設問Ⅰ 解答 

問 1（１） 福澤諭吉（福沢諭吉も可） （２） リカレント （３） 忘却曲線 

 

問２ ア：生理的  イ：安全   ウ：社会的（愛情・所属も可） エ：承認   オ：自己実現 

 

問３ カ：人種  キ：差別   ク：研究   ケ：体罰  コ：健康診断 

 

 

 

設問Ⅱ 解答例 

家庭だけの問題とせず、学校をプラットフォームと位置づけ、地域や社会全体で課題解決に努め

る。子どものライフステージに応じた継続的な支援を行おうとしている。 

 

 

 

設問Ⅲ 解答例 

スキャモンの発育曲線は、子どもの成長を神経型・リンパ型・一般型・生殖型の四つに分類し、そ

れぞれ発育の時期や速度が異なることを示している。神経型は、神経系や感覚器の発達を表し、幼

児期に急速に発達し、学童期までにほぼ完成するため、幼児期では巧緻性や感覚を育てる活動が

重要である。リンパ型は、扁桃やリンパ節など免疫機能の発達を示し、免疫機能が高まる一方、体

調管理にも配慮が必要だ。一般型は、身長や体重、内臓の発育を示し、幼児期と思春期に成長の

急進期がある。体育の授業や運動を通して効果的な体力づくりを促すことが可能である。生殖型

は、生殖器や第 2 次性徴の発達を示し、思春期以降に急速に発達する。個々のプライバシーを尊

重し、心身の変化に寄り添う細やかなサポートが求めらる。これらの特徴を理解し、発達段階や個

人差に応じた指導や支援を行うことで、児童一人ひとりの成長を最大限に伸ばす教育実践が可能

となる。  

 

 

 

設問Ⅲ 出題意図 

本問は、スキャモンの発育曲線に基づく子どもの発達理解の重要性を問うことで、発達段階に応

じた適切な指導や支援のあり方を考察する力を評価することを目的としている。児童の多様な成

長過程を理解し、それを日々の教育実践にどう活かすかを論理的かつ具体的に述べる力を身につ

けているかを確認するものである。 

 


